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郡
駒
ヶ
岳
火
山
は
去
る
昭
和
四
年
六
月
十
七
日
大

、
爆
投
し
、
並
バ
欣
況
に
就
て
は
既
に
報
告
あ
り
J

A

口
同
時
此
爆
都
民
活
動
旺
盛
に

際
し
大
噴
煙
は
天
に
沖
レ
、
司
令
一
山
を
濠
々
と
覆
ひ
て
賓
に
物
凄
く
-
夜
間

之
れ
を
遠
望
す
れ
ば
山
頂
赤
色
を
呈
し
て
火
焔
を
吐
き
出
す
如
く
、
以
て

九
日
同
時
噴
出
物
の
地
問
瞬
時
に
於
げ
る
、
如
何
に
高
熱
を
含
み
あ
る
や
想
像

せ
ら
れ
た
る
も
の
之
ず
。
而
し
て
此
火
山
の
特
性
在
し
て
噴
出
物
の
種
類

は
殆
ん
ど
浮
石
質
岩
屑
と
し
外
に
火
山
友
、
火
山
砂
、
火
山
磯
等
も
多
少

混
じ
あ
り
た
る
な
り
。

営
時
山
上
は
西
方
の
風
吹
き
、
風
に
誘
導
さ
れ
た
る
も
の
か
又
火
口
よ

り
噴
出
勢
力
の
方
向
に
開
係
せ
し
か
火
口
よ
り
上
空
に
昇
騰
す
る
噴
出
物

は
東
よ
り
南
東
方
に
向
ひ
て
名
目
一
互
の
落
下
を
見
た
り
。
山
麓
に
近
き
建
物

の
内
相
次
で
落
下
す
る
焼
石
の
矯
め
火
を
愛
し
て
焼
失
せ
し
も
の
も
あ
り

た
り
。
山
頂
よ
り
大
凡
十
粁
南
東
方
海
岸
の
鹿
部
村
立
落
下
物
頻
り
し
乙
あ

り
、
常
時
相
官
に
温
熱
を
保
持
し
あ
り
た
り
左
一
五
ふ
、
地
上
二
米
近
き
厚

函

h，~ 

E日

d
H
H
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抑
侭

イ民

所

さ
に
浮
石
質
岩
塊
の
凡
て
一
面
に
堆
積
す
る
庭
主
な
り
、
恰
も
沙
漠
地
の

観
を
呈
せ
り
。

同
村
よ
り
十
七
粁
あ
る
臼
尻
村
に
於
て
も
厚
さ

O
米
三
内
外
あ
り
、
向

山
上
よ
り
五
十
二
粁
距
る
恵
山
岬
を
越
え
て
海
上
迄
も
山
達
し
た
り
と
云

ふ
。
而
し
て
山
麓
附
近
よ
り
鹿
部
村
透
は
勿
論
と
し
'
、
角
低
三
、
問
粁
遠
方

に
至
る
聞
の
樹
木
は
落
下
物
の
衝
撃
を
受
け
て
殆
ん
ど
立
ち
枯
れ
の
惨
欣

を
呈
し
、
共
の
他
被
害
砂
少
な
ら
ざ
り
し
な
り
。

又
山
上
火
口
よ
り
周
園
山
府
一
一
に
向
っ
て
も
同
時
に
高
熱
を
極
め
た
る
多

量
の
浮
石
質
、
熱
岩
屑
、
熱
次
流
を
相
，
次
い
で
押
出
し
た
る
な
り
。
此
庭

に
山
頂
火
口
附
近
の
地
形
起
伏
の
障
碍
も
あ
り
て
山
側
に
向
ふ
や
窪
地
印

ち
谷
間
に
主
と
し
て
傾
き
、
念
坂
の
山
壁
・
を
非
常
な
る
速
度
に
て
轄
下
し

績
け
て
山
の
裾
野
に
至
り
押
損
が
さ
れ
て
一
面
に
浮
石
流
堆
積
居
の
原
を

形
成
せ
る
と
し
乙
、
此
の
山
の
周
国
五
、
六
ケ
所
に
現
出
せ
る
た
り
、
何
れ

も
高
熱
を
合
む
浮
石
流
L
C

〈
之
に
担
淡
さ
れ
た
る
樹
木
等
は
凡
で
焦
義
吉

四
=
一
三



れ
た
る
も
の
と
す
。

斯
く
高
熱
噴
出
物
の
移
多
堆
積
せ
る
其
内
部
潜
熱
の
程
は
叉
推
測
さ
る

る
な
り
。
今
東
北
帝
園
大
島
一
会
問
、
渡
蓬
岡
忠
一
士
の
貴
地
観
測
護
表
‘
さ
れ

た
る
も
の
に
就
き
参
考
に
摘
記
せ
ん
に
、
爆
禁
噴
火
静
ま
り
た
る
九
日
自

に
此
山
の
南
西
方
裾
野
た
る
赤
井
川
浮
石
流
表
面
下
二
十
五
糎
の
深
さ
に

、，ノf
k
 

て
間
三
四

O
度
、
十
九
日
目
同
箇
所
C
二
六

O
度
、
叉
浮
石
堆
積
居
内
部

よ
り
幾
分
室
隙
の
生
じ
あ
る
所
た
る
べ
し
、
硫
質
噴
気
孔
生
じ
て
噴
煙
可

た
り
あ
り
。
か
t
A

る
現
象
は
所
々
に
生
じ
あ
る
た
り
ο

殊
に
其
部
分
を
選

み
深
さ
凶
十
糎
に
て
営
時
C
五
一

O
度
あ
り
た
り
在
、
又
十
一
日
目
山
上

/
¥
 

隅
田
盛
に
於
て
深
さ
三
十
五
糎
に
て
め
五
六

O
度
を
示
せ
り
左
一
五
ふ
。
九
品

/
r

、、

時
爆
禁
後
の
調
盗
に
登
山
す
る
者
よ
り
の
話
に
穿
て
る
靴
-V
一
燥
き
、
白
又
持

て
る
杖

-v-突
き
掃
す
時
は
黒
焦
'
と
な
る
と
左
屡
?
と
し
、
以
て
山
土
一
帯

噴
出
物
堆
積
内
部
の
熱
の
著
明
た
る
を
想
像
さ
れ
た
る
も
の
な
り
。

官
以
前
記
赤
井
川
浮
一
生
活
盾
に
於
て
五
十
六
日
目
深
さ
七
十
糎
に
て
小
山

二
七

O
度
、
同
所
百
五
十
日
目
七
十
六
度
等
を
測
定
さ
れ
、
何
れ
も
高
温

度
観
測
と
て
熱
電
気
高
温
度
計
を
用
ひ
た
り
。

駒
ヶ
岳
爆
禁
漏
一
ヶ
年
後
の
昭
和
五
年
六
月
よ
り
此
火
山
南
西
方
茅
部

郡
赤
井
川
宿
野
建
字
焼
山
の
方
向
に
押
出
せ
る
浮
石
質
堆
積
居
の
一
部
に

位
置
を
定
め
て
、
之
れ
が
内
部
温
度
の
観
測
を
始
め
た
る
た
り
。

四一一一四

此
方
面
は
駒
ヶ
岳
頂
上
剣
ケ
峰
の
南
方
谷
を
下
り
南
西
麓
へ
押
出
じ
堆

積
せ
る
蹟
直
域
托
擦
が
る
浮
石
涯
に
し
て
、
厚
さ
最
大
二
十
五
米
を
超
ゆ

ル
」
一
五
は
れ
浮
石
岩
塊
も
最
初
は
比
較
的
大
・
な
り
し
が
其
後
各
所
左
同
様
自

然
に
破
壊
作
用
加
は
り
以
て
爾
来
表
居
級
密
に
傾
き
つ
L

あ
り
、
此
庭
に

遁
営
の
箇
所
を
選
定
し

表
居
よ
り
の
深
さ

二
米

O

一
米

O
(以
上
銭
管
〉
地
表
以

三
米

O

主
五
種
地
温
・
を
棒
欣
最
高
寒
暖
計
に
て
観
測
す
。

命
ほ
営
時
の
気
象
欣
態
を
参
考
の
矯
め
気
温
、
風
向
、
風
力
、
天
気
等

を
も
観
測
せ
り
。
而
し
て
昭
和
五
年
及
び
昭
和
六
年
は
毎
月
一
同
づ
っ
ξ

し
昭
和
七
年
よ
り
二
ヶ
月
措
き
に
月
一
同
づ
っ
と
し
、
営
所
よ
り
観
測
に

出
張
し
各
月
二
十
五
、
六
日
頃
の
正
午
に
観
測
し
あ
り
1

右
今
日
迄
未
だ
稽

綾
し
あ
り
、
本
年
六
月
・
位
以
て
訟
に
開
始
後
満
三
ヶ
年
経
過
し
一
先
づ
共

観
測
成
績
を
別
去
に
記
載
の
通
り
報
告
す
。

別
表
に
示
す
如
く
深
さ
三
米
は
最
初
仰
一
一
一
百
度
を
超
過
せ
る
た
り
、
此

浮
石
堆
積
唐
の
最
も
厚
き
部
は
二
十
数
米
を
.
有
し
あ
れ
ば
深
さ
を
増
す
に

於
て
之
れ
以
上
高
温
度
を
存
す
る
と
左
想
像
さ
れ
、
表
面
に
来
る
に
従
っ

て
冷
却
せ
る
が
内
部
よ
り
の
熱
の
倖
導
を
績
け
あ
る
や
勿
論
な
る
べ
し
、

爆
資
後
昭
和
五
年
及
び
六
年
の
冬
期
此
附
近
の
積
零
七
十
糎
に
達
レ
た
る

も
、
此
の
浮
石
唐
の
上
は
一
帯
に
降
雪
毎
に
忽
ち
治
へ
其
萱
多
き
に
際
L



て
も
昭
和
六
年
冬
は
一
一
同
日
後
に
し
て
治
へ
謹
す
を
翻
た
る
に
、
昭
和
七

年
一
月
冬
期
に
際
し
爾
後
は
積
雪
一
二
面
に
蔽
ひ
平
地
に
比
し
て
は
誌
か
る

ぺ
き
も
、
巌
冬
中
積
雲
持
模
す
る
に
至
り
た
り
。

浮
石
流
堆
積
居
に
於
て
内
部
よ
り
幾
分
間
隙
の
生
じ
あ
る
箇
所
た
る
ぺ

し
、
最
初
の
程
は
一
小
噴
気
作
用
を
冬
所
多
敢
に
生
じ
硫
気
性
白
煙
を
噴

出
し
あ
り
、
共
著
し
き
も
の
は
浮
石
に
黄
色
及
び
赤
色
の
昇
華
物
を
成
生

附
若
せ
し
め
た
り
、
幾
分
噴
気
に
際
し
て
鳴
響
を
愛
し
あ
り
て
其
観
山
上

小
噴
気
孔
に
相
似
た
り
、
査
し
爆
発
山
口
同
時
相
混
じ
押
し
流
さ
れ
た
る
水
蒸

種

観

測

月

昭
和
五
年
六七八lu
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ノ十

月

十
一
月

十
二
月

昭
和
六
年
一

駒
ヶ
岳
爆
後
浮
石
流
堆
積
麿
温
度
観
測
表
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三
五
・

o

三
一
一
二
ハ

二
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・
五

二
九
・
二

二
四
・
七

一
0
・一
一
・
五

・

0
・七

七
・
三

気
共
の
他
瓦
斯
等
の
内
部
高
熱
の
た
め
噴
目
す
る
も
の
た
る
べ
し
、
か
L

る
現
象
も
昭
和
六
年
頃
迄
は
相
営
所
々
・
に
多
か
り
し
も
漸
弐
勢
力
及
び

箇
所
共
に
減
じ
っ
L

昭
和
七
年
に
入
り
観
測
場
附
近
は
僅
か
一
、
二
ケ
所

在
、
な
り
、
本
年
六
月
に
於
て
は
以
前
と
同
箇
所
に
於
て
極
め
て
微
弱
な
が

ら
噴
気
性
を
未
だ
存
し
あ
る
を
認
め
た
り
、
之
れ
よ
り
推
す
時
は
営
時
深

さ
三
米
以
内
は
何
六
九
度
た
る
も
倫
ほ
深
さ
を
増
し
、
其
以
下
に
温
度
百

度
以
上
〈
沸
騰
黙
以
上
)
を
未
だ
存
し
あ
る
を
推
考
さ
る
L

た
り
。
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